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問題１〔採点基準：丸文字は点数を示す、合計 100点〕 

問１ ➎ 部門個別 費 と ➎ 部門共通 費 で構成されている。 

     

問２ 勘 定 科 目 金  額 勘 定 科 目 金  額  

 

第 １ 工 程 仕 掛 品 18,000 動 力 部 費 12,000 

➓ 

第 ２ 工 程 仕 掛 品 16,500 工 場 事 務 部 費 22,500 

     

問３ 第１工程仕損品評価総額 3,000 円 ➏ 

     
 第２工程仕損品評価総額 4,000 円 ➏ 

     

問４ 第１工程直接作業賃率 860 円/直接作業時間 ➏ 

     
 第２工程直接作業賃率 730 円/直接作業時間 ➏ 

     

問５ 第１工程異常仕損品原価 7,800 円 ➏ 

     

問６ 第 １ 工程 完了 品原 価 317,250 円 ➏ 

     
 第１工程月末仕掛品原価 30,750 円 ➏ 

     

問７ 勘 定 科 目 金  額 勘 定 科 目 金  額  

 第 ２ 工 程 仕 掛 品 282,000 第 １ 工 程 仕 掛 品 282,000 ➏ 

     

問８ 第 ２ 工程 完成 品原 価 378,400 円 ➏ 

     
 第２工程月末仕掛品原価 60,480 円 ➏ 

     

問９ 第 １ 工程 完了 品原 価 317,432 円 ➏ ※端数の誤差は 1円程度であれば許容 

問 10 （➏ 先入先出法   平 均 法  ）が望ましい。 

 

理由： 先入先出法によれば、低い単価によって月末仕掛品が評価され、高い単価によって製造原価 

すなわち売上原価が算定されることとなり、利益額が平均法よりも低い➑ものとなるため。 

※キーワードを必要とする理論問題ではないため、利益が低くなる旨が記入されていれば正答とする。 


